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1. 2025年12月期第1四半期の連結業績（2025年1月1日～2025年3月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期第1四半期 11,477 △10.1 △1,047 ― △1,183 ― △1,232 ―

2024年12月期第1四半期 12,770 30.3 △902 ― △798 ― △799 ―

（注）包括利益 2025年12月期第1四半期　　△1,227百万円 （―％） 2024年12月期第1四半期　　△781百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年12月期第1四半期 △13.48 ―

2024年12月期第1四半期 △8.75 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年12月期第1四半期 38,100 21,581 56.6

2024年12月期 44,061 22,991 52.2

（参考）自己資本 2025年12月期第1四半期 21,570百万円 2024年12月期 22,981百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年12月期 ― ― ― 2.00 2.00

2025年12月期 ―

2025年12月期（予想） ― ― 3.00 3.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年12月期の連結業績予想（2025年 1月 1日～2025年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 63,000 2.4 630 342.6 630 177.7 800 19.2 8.75

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 ― 社 （社名） 、 除外 1 社 （社名） 上海爍港郵輪科技有限公司

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年12月期1Q 93,335,103 株 2024年12月期 93,335,103 株

② 期末自己株式数 2025年12月期1Q 1,918,700 株 2024年12月期 1,918,533 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年12月期1Q 91,416,512 株 2024年12月期1Q 91,416,632 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断している一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済活動の正常化が進展する中、大手企業を中心に雇用・所得

環境の改善が見られ、緩やかな回復が期待される状況となっております。インバウンド需要の拡大に伴い、訪日外国

人による消費も高水準で推移しております。一方で、物価上昇の継続、米国の金融政策動向、中東地域の地政学的リ

スク、ならびに金融・資本市場の不安定な動きなど、依然として不透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社グループでは、経営理念「豊かで多様なライフスタイル“Global Life Style”の提案

とその進化・創造の支援」の実現を目指し、事業の再成長に向けて、中期経営計画（2025年度～2027年度）を策定し

ました。変化の激しい経営環境の中においても、柔軟かつ迅速に対応し、グループ全体での競争力強化と事業ポート

フォリオ再編に向けて、「収益を優先した改革・成長投資」、「更なる選択と集中」、「顧客セグメントの拡大/シ

フト」、「グループシナジーの最大化」の4つを重点戦略テーマとし、各施策に取り組んでまいります。

ギフトソリューション事業においては、コラボレーション商品を皮切りに、プレミアムスイーツのラインアップ強

化しております。また、リテール事業の免税店舗では、「選択と集中」の方針のもと、経営資源の最適配分を図るた

め店舗の統廃合を実施し、次期店舗体制の構築に向けた取り組みを進めてまいります。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の連結業績は、リテール事業のアパレル店舗において季節の変わり目の消

費者ニーズを掴みきれず、売上高は11,477百万円（前年同期比10.1％減）となりました。営業損失は1,047百万円

（前年同期は902百万円の損失）、経常損失は1,183百万円（前年同期は798百万円の損失）となりました。親会社株

主に帰属する四半期純損失は1,232百万円（前年同期は799百万円の損失）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

（ギフトソリューション事業）

当事業セグメントにおきまして、主に贈物としての洋菓子や雑貨、生活関連用品の販売や、物流・ECサイト運営・

コールセンター運営などの各種サービスを提供しております。

洋菓子のプライベートブランド「THE SWEETS」では、新商品開発や様々なフレーバーの展開などを通じて販路拡大

に取り組んでおります。また、サービスに関してはギフト商品の販売で培った機能を活かし、アパレル向けの物流業

務やEC運営業務への対応などを通じてグループ内でのシナジーの創出にも取り組んでおります。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、6,195百万円（前年同期比9.4％減）となり、セグメント損失

は268百万円（前年同期は329百万円の損失）となりました。

（リテール事業）

当事業セグメントにおきましては、免税店舗において訪日外国人旅行客数が引き続き増加し、１月には過去最大の

来日数を記録するなど、堅調なインバウンド需要を背景に、高粗利商品の販売強化により、粗利率は前年を上回る水

準で推移しております。また、２月にはポップアップ店舗を出店するなど、需要に柔軟に対応する取り組みを進めて

まいりました。一方、事業戦略の見直しに伴い、店舗統廃合を実施しております。また、国内顧客を主に対象とする

アパレル店舗では、１月には恒例大型セールで好調に推移致しました。一方で、2月は西武渋谷店の閉店に加え、気

温の低さなど気候要因の影響もあり、前年同期比ではやや伸び悩みました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、4,803百万円（前年同期比9.8％減）となり、セグメント損失

は430百万円（前年同期は223百万円の損失）となりました。

（トレーディング事業）

当事業セグメントにおきましては、中国国内で展開する日本料理店「くろぎ」において、周年記念ディナーの開催

や日本系企業向けのパーティメニューの提供など、『和食の心の追求』をテーマに掲げ、新規顧客の獲得とブランド

認知度の向上に注力してまいりました。さらに、中国市場における顧客ニーズの分析を進めるとともに、今後の事業

再開に向けた取り組みを進めております。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、84百万円（前年同期比70.7％減）となり、セグメント損失は

14百万円（前年同期は6百万円の利益）となりました。

（アセット・サービス事業）

当事業セグメントにおきましては、商業施設物件の仲介業務およびグループ企業が保有する不動産の管理業務を行

っております。商業施設においては、テナントの入れ替えや新業態の誘致を積極的に推進した結果、入居率は緩やか

に上昇傾向にあります。また、グループ保有の遊休不動産については、整理・売却を進めることでキャッシュ・フロ

ーの改善を図るとともに、コスト削減による収益性の向上にも努めております。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、392百万円（前年同期比24.6％増）となり、セグメント損失
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は31百万円（前年同期は52百万円の損失）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、38,100百万円（前連結会計年度末44,061百万円）となりました。これは

主に、現金及び預金が1,724百万円、受取手形及び売掛金が4,528百万円減少したことによるものであります。

（負債）

　負債合計は、16,519百万円（前連結会計年度末21,070百万円）となりました。これは主に、支払手形及び買掛金が

3,326百万円、電子記録債務が128百万円、短期借入金が150百万円、流動負債その他が690百万円減少したことによる

ものであります。

（純資産）

　純資産合計は、21,581百万円（前連結会計年度末22,991百万円）となりました。純資産の減少は、主に、利益剰余

金が1,232百万円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想（2025年２月14日公表）についての修正はありません。なお、業績予想は、現時点で入手可能な情報

に基づいて作成したものであり、実際の情報は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2024年12月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2025年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,810 9,086

受取手形及び売掛金 12,201 7,673

棚卸資産 6,458 6,559

その他 4,002 4,233

貸倒引当金 △266 △215

流動資産合計 33,206 27,336

固定資産

有形固定資産 5,511 5,467

無形固定資産 880 812

投資その他の資産

その他 7,793 7,805

貸倒引当金 △3,341 △3,342

投資その他の資産合計 4,451 4,463

固定資産合計 10,843 10,743

繰延資産 12 20

資産合計 44,061 38,100

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2024年12月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2025年３月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,428 4,102

電子記録債務 1,525 1,396

短期借入金 2,700 2,550

未払法人税等 77 12

引当金 328 272

その他 4,925 4,234

流動負債合計 16,985 12,568

固定負債

長期借入金 315 162

引当金 295 292

退職給付に係る負債 843 828

資産除去債務 872 879

その他 1,757 1,788

固定負債合計 4,084 3,951

負債合計 21,070 16,519

純資産の部

株主資本

資本金 100 100

資本剰余金 17,652 17,469

利益剰余金 7,078 5,846

自己株式 △2,419 △2,419

株主資本合計 22,411 20,996

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 564 568

退職給付に係る調整累計額 4 5

その他の包括利益累計額合計 569 573

新株予約権 10 10

純資産合計 22,991 21,581

負債純資産合計 44,061 38,100
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年１月１日

至　2024年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年１月１日

至　2025年３月31日）

売上高 12,770 11,477

売上原価 8,661 7,835

売上総利益 4,109 3,641

販売費及び一般管理費 5,012 4,689

営業損失（△） △902 △1,047

営業外収益

受取利息 6 6

為替差益 129 －

その他 7 5

営業外収益合計 143 11

営業外費用

支払利息 2 1

為替差損 － 112

持分法による投資損失 11 8

支払手数料 15 －

その他 9 24

営業外費用合計 38 147

経常損失（△） △798 △1,183

特別利益

固定資産売却益 0 1

特別利益合計 0 1

特別損失

固定資産除却損 1 0

関係会社清算損 － 13

事業再編損 － 29

その他 － 0

特別損失合計 1 43

税金等調整前四半期純損失（△） △799 △1,225

法人税等 0 6

四半期純損失（△） △799 △1,232

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △799 △1,232

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年１月１日

至　2024年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年１月１日

至　2025年３月31日）

四半期純損失（△） △799 △1,232

その他の包括利益

為替換算調整勘定 17 3

退職給付に係る調整額 △0 0

その他の包括利益合計 17 4

四半期包括利益 △781 △1,227

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △781 △1,227

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日）等を当第１四半期連結

会計期間の期首から適用しております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント

計
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

ギフト
ソリュー
ション事業

リテール
事業

トレー
ディング

事業

アセット・
サービス

事業

売上高

外部顧客への売上高 6,841 5,323 289 315 12,770 － 12,770

セグメント間の内部売

上高又は振替高
46 9 8 84 149 △149 －

計 6,888 5,333 298 400 12,920 △149 12,770

セグメント利益又は損失

（△）
△329 △223 6 △52 △599 △303 △902

（単位：百万円）

報告セグメント

計
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

ギフト
ソリュー
ション事業

リテール
事業

トレー
ディング

事業

アセット・
サービス

事業

売上高

外部顧客への売上高 6,195 4,803 84 392 11,477 － 11,477

セグメント間の内部売

上高又は振替高
100 11 2 110 223 △223 －

計 6,295 4,815 86 503 11,700 △223 11,477

セグメント利益又は損失

（△）
△268 △430 △14 △31 △744 △303 △1,047

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　2024年１月１日　至　2024年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益の調整額△303百万円には、セグメント間取引消去４百万円、各報告セグメントに分配して

いない全社費用△308百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない人件費及

び一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

当第１四半期連結累計期間（自　2025年１月１日　至　2025年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益の調整額△303百万円には、セグメント間取引消去１百万円、各報告セグメントに分配して

いない全社費用△304百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない人件費及

び一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年１月１日

至　2024年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年１月１日

至　2025年３月31日）

減価償却費 168百万円 207百万円

のれんの償却額 1百万円 4百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、当第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとお

りであります。
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